
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
埼玉ワイズ 2018年 3月 埼玉クラブ定例会 

日時：2018年 3月 26日（月）18:00～20:30 

場所：浦和 小峰ビル１Ｆ 

司会：水無瀬隆造メン  

聖書：上松寛茂メン 

・開会、点鐘    上松寛茂メン 

・聖書朗読と祈り：上松寛茂メン 

・ワイズ方針とワイズ歌  

 ・関東東部 長尾部長公式訪問 

 ・来会者 

  ・長尾昌男部長（千葉） 

  ・吉田公代国際・交流事業主査（川越） 

 ・部長・事業主査より 

 ・埼玉ＹＭＣＡより  小谷総主事 

 ・今後の日程確認 

 ・記念写真 

 ・チキン亭にて懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2017-2018期ワイズメンズ クラブ国際協会 東日本区 

 
 

ブリテン３月号   強調月間：ＢＦ メネット 

・国際会長      Henry Grindheim 

主題：        Friendship across the borders 

（国境なき友情） 

アジア会長    Tung Ming Hsiao 

主題：       Respect Y’s Movement 

（ワイズ運動を尊重しよう） 

東日本区理事   栗本治郎 

主題：        広げよう ワイズの仲間 

関東東部部部長 長尾昌男 

 主題：義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう 

埼玉クラブ会長 上松寛茂 

スローガン：    着実に前進を 

・YMCA を軸に世界的視野に立った歩みをしていこう 

・YMCA へのさらなる貢献策を探ろう 

・CS 活動に知恵を出し、メンバーも増やして新たな発展をしよう 

 

 

 

 

 

３月聖句 
ヨハネによる福音書１７章１～５節 

 
「イエスはこれらのことを話してから、天を仰いで

言われた『父よ、時が来ました。あなたの子があな

たの栄光を現すようになるために、子に栄光を与え

てください。あなたは子にすべての人を支配する権

能をお与えになりました。そのために、子はあなた

からゆだねられた人すべてに、永遠の命を与えるこ

とができるのです。永遠の命とは、唯一のまことの

神であられるイエス・キリストを知ることです。わ

たしは、行うようにとあなたが与えてくださった業

を成し遂げて、地上であなたの栄光を現しました。

父よ、今、御前でわたしに栄光を与えてください。

世界が造られる前に、わたしがみもとで持っていた

あの栄光を。…』」 
 
春分の日の後の最初の満月の次の日曜日に祝われる

イースター礼拝は今年は４月１日。その前の１週間

は小生の属する日本基督教団上尾合同教会では何十

年も前から朝６時半から７時半までの食事のひとと

きを含めて受難週早天祈祷会をしている。この聖句

は娘が司会を担当する３月２９日（木）に掲げられ

た聖句である。前置きが長くなりごめん。この聖句

は「父よ、時が来ました」の言葉通り、イエス・キ

リストが十字架に架かる直前、弟子たちや民衆の前

で話されたイエスご自身の１７章すべてがカギカッ

コで構成される長い祈りだ。キリスト教の最も根幹

をなす重要な教理の一つ「永遠の命」が語られてい

る。この聖句は「父よ、時が来ました」の言葉通り、

イエス・キリストが十字架に架かる直前、弟子たち

や民衆の前で話されたイエスご自身の１７章すべて

がカギカッコで構成される長い祈りだ。キリスト教

の最も根幹をなす重要な教理の一つ「永遠の命」が

語られている。 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ワイズの学び。 

「ＢＦ」＝Ｂｒｔｈｅｒｈｏｏｄ Ｆｕｎｄ 

ＢＦ代表や国際役員が公式の旅行をする為に

積み立てられる基金。全世界のワイズメンの参

加に依って、使用済み郵便切手を集め整理して、

切手市場で換金する方法が主力だったが、 

次第に現金による拠出が増えて来た。 

切手を有利に換金する為に奉仕する専門家の

ワイズメンをフイラテリスト、又この基金の支

出面を担当する委員会をＢＦＥＣ（エクスペン

デイチエアコミッテイー）と言う。 

 

☆＜３月ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ＞ 

〇今月は該当会員は、有りません。 

 

２月２６日（月）「２月定例会報告」 
 標記定例会は,同日うらわ市小峰ビル１Ｆ会議室にて開催されま

した。当日は、ゲストは招かず「現況のワイズ」の運営の在り方に

付いて自由な論議をしました。主な論点は、次の通りで有ります。 
◇当日の出席：＜上松、衣笠、小峰、小林、三浦、水無瀬各メン⑥

名 ：小谷担当主事①名     総計   7名＞ 
Ⅰ、会員各位の、自由な発言の論点。 

１、 ワイズメンズクラブとＹＭＣＡとの係り。 
『 ２月１７日（土）の「４部合同シンポジューム」に於

いて、ＹＭＣＡもワイズメンズクラブもキリスト教にこだ

わらず、考えて行くのが良いのではとの意見が有った。こ

れはＹＭＣＡ、ワイズメンズクラブ存在の根本的な事で、

軽視出来ない。又両団体共に、奉仕団体としての存在が問

われる事と思える。』 
２、 ノンクリスチャンがワイズメンズクラブのメンバーと

成る事について。 
「ワイズメンズクラブへの加入が、クリスチャンで有った

からでは無く、良き団体として参加下。又Ｃに関しては、

ＹＭＣＡは教会程Ｃ色が強く無く、ワイズメンズクラブは、

更にＣ色が濃く無い。それゆえクリスチャンと、ノンクリ

スチャンが交流、共同出来る良き団体と思う。」 
３、 今後考えるべき問題点。 
「ＹＭＣＡも、ワイズメンズクラブも産業革命時代に貧し

い子供達が居た中、誕生した歴史が有る。従ってその活動

は原点に返って考えるべき時が来ていると思う。」 
４、 奉仕団体「ワイズメンズクラブ」の年間会費について。 
「ＥＭＣのネックでも有り、奉仕団体として埼玉ワイズメ

ンズクラブ年間会費５０，０００円は高いと思う。しかも

その内４０％が日本区費１５，０００円、その他部費等の

負担が有り、その負担について軽減が出来無いかを検討し、

出来れば会費を軽減出来ないかの方向で検討すべきと思

う。」 
５、 学Ｙとの交流について。 
「立大Ｙと交流しているが、２－３月は春休みで学生の参

2017－2018 年度 埼玉クラブ 

（会員総数 ７名） 

会長：上松寛茂／副会長：衣笠輝夫／会計：小林道明／書記：水無瀬隆

造／ブリテン：水無瀬・上松／ＥＭＣ：上松寛茂／ファンド：小峰理孝 

三浦雄二 ／担当主事：小谷全人 

２月定例会 

 ７名 

ﾆｺﾆｺ 

6,000 円 

備   考 
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ネットで調べたら、こんな解説に目が引かれた。「ク

リスチャンがクリスチャンらしく、この曲がれる邪

悪な世といわれる世にあって、真っ直ぐに罪に打ち

勝って生きることのできるのは、単に人間的な努力

によるのではなく、永遠のいのち、キリストにある

いのち、御霊のいのちに与っているからであるとさ

れる」。イエス・キリストの生前のガリラヤでの様々

な奇跡や言葉は人々を魅了し、神の存在と服従を確

信させた。召天に際し、もう一度、人々の確信を確

信たらしめるために子なるイエスは自分の名誉では

ない父なる神の存在を示す「神の栄光」の業を求め

た。 
つい先日、子どもの頃からの６０年来の付き合いの

ある信仰の先達が召された。小生の信仰形成に大き

な影響を与えた人でもあった。人の命は限りがある。

生涯をイエス・キリストにすべてをゆだねて自らの

弱さに打ち勝つエネルギーを得たいと願う。イエ

ス・キリストの十字架の贖罪こそが永遠の命につな

がるわれらの希望の灯なのだ。イエス・キリストを

さらに奥深く知ること、聖書をさらに深く読み解く

こと、祈ることこそがその確信につながることなの

だと自らに言い聞かせている。 
上松 寛茂 

 
 



加が出来ない。今後立大Ｙの学生と、埼玉ワイズがコラ

ボした事業を検討したい。」 
Ⅱ、埼玉ＹＭＣＡ報告。            小谷総主事 
１、 フリピンワークキャンプについてパンガナシオンＹＭＣＡ

と打ち合わせし、今年度はキャンプが中止成りました。別

途交流方法を検討したい。又埼玉３クラブでの、学生支援

事業５０，０００円は宜しくお願いします。 
２、 ２０２３年、埼玉ＹＭＣＡ５０周年を迎えるに際して、中

期計画にて検討中です。改めて提示します。 
３、 埼玉県青少年育成会（県下４０団体加入。）が毎夏「埼玉県

小中学生の主張」を開催している。埼玉ＹＭＣＡとして「Ｙ

ＭＣＡポジテブネット賞」を設け、受賞された人を「埼玉

ＹＭＣＡの大会」、「ワイズメンズの例会」のゲストとして

交流を持ちたいと考えて居ます。宜しくお願いします。 
例会終了後同ビル１Ｆ「チキン亭」にて、楽しい会食、歓談、交流

の一時を持ちました。 
    ＜当日のニコニコ６，０００円＞  （水無瀬記） 

 
3月２日（金）３月「わいわいＰＣ研修」 

 標記催しは、同日埼玉Ｙうらわセンター会議室にて、ＰＭ１：３

０～３：００に亘り開催されました。当日は、何時もご参加いただ

く「歌声集会」参加者、浅野さんご夫妻が参加頂きました。 
 当日は、「ＰＳ研修」の前に、５月８日（火）～９日（水）に実

施の、一泊二日の草津温泉中沢ビレジの実施に際しての打ち合わせ

をしました。 

◇当日の出席：＜衣笠、上松、小林、水無瀬各メン④名：ゲスト： 

       浅野さんご夫妻、②名      総計６名＞ 

 当日の確認事項は、次の通りで有ります。 

１、 実施詳細は、「別途事前配布」ご案内の通り。 

２、 宿泊地：草津中沢ビレジ。（注：歌声集会会員藤井さんご夫妻

のご配慮にて宿泊依頼。） 

３、 参加者確認。（１）埼玉ワイズ。①上松メン。②衣笠メン。③

小林メン。④水無瀬メン。（２）歌声集会会員。⑤浅野さんご

主人。⑥浅野さん奥様。⑦藤井さんご主人。⑧藤井さん奥様。 
⑨渋谷さん。⑩長谷川さん。⑪長谷川さんご主人。⑫平山さ

ん。⑬藤本さん。⑭藤木さん。⑮奈良さん。⑯富田さん。⑰

横谷さん。⑱小川さん。⑲吉野さん。⑳吉川さん。㉑野原さ

ん。㉒小熊さん。23小河原さん。㉔石田さん㉕宮原さん（合

計２５名） 
４、 費用：参加者各位２０，０００円。３月末までに入金。浅野

さんの奥様迄。尚、宮原さんは、現地参加に付き１０，００

０円。 

５、 宿泊部屋割。：浅野さんの奥様に依頼。 
上記参加人員で、宿泊、予約等の手配を頂く事を依頼する。尚、当

日は、「草津中沢ビレジ」の実施の件に時間がとられ、｛ＰＳ研修｝

は実施できず。次回に「メールアドレスの整理」を実施する事とし

た。                以上 （水無瀬記） 
 

３月９日（金）第９１回「心のふるさと歌声集会」 
 標記催しは、同日ＰＭ１：３０～３：００に亘り、埼玉ＹＭＣＡ

うらわセンター会議室にて開催されました。当日は、弥生３月です

が、寒い日が続く日でした。「歌声集会」は春到来を待つに相応し

い「春が来た」等の、春の曲を多く歌いました。当日の参加者は、

１９名でした。奏楽奉仕は、何時も遠路東京より來埼頂きます、大

室さんにより、楽しく、明るく、且つ厳しく、指導頂きました。 
 司会進行は、明朗、快活にして、博識の衣笠メンにより楽しく進

行されました。又今月も当歌声集会の目玉企画で有ります、「手の

ひらを太陽に」を壺屋会員の手話指導により歌いました。回を重ね

るに従い、手話で歌を表現するのも、大変楽しいと思いました。 
 当日歌った曲は次の１７曲です。 
① 仰げば尊し。②朧月夜。③春が来た。④花の街。⑤浜千鳥。

⑥春の日の花と輝く。⑦うれしいひな祭り。⑧鉄道唱歌。⑨

手のひらを太陽に。（注：壺屋会員手話指導。）⑩おかあさん。

⑪愛の賛歌。⑫襟裳岬。⑬おはなしゆびさん。⑭汽車。⑮汽

車ポッポ。⑯この広い野原一杯に。⑰この道。 
アット言う間に楽しい１時間３０分の、歌の一時を今月も持ちまし

た。 
◇当日の出席：＜衣笠、上松、水無瀬各メン    ３名＞ 
                      （水無瀬記） 
 

《４月以降のワイズ・ＹＭＣＡ予定》 

 ４月２日（月）：Ｙ早天礼拝。ＡＭ７：００～ 

 ４月６日（金）：「わいわいＰＳ研修」。ＰＭ１：３０～ 

 ４月１４日（土）：所沢クラブ主催第３回「狭山ウオーキング」。 

集合：入曽駅西口。：集合：ＡＭ１０。 

         ＰＭ１２終了。二次会１，５００円で開催。 

 ４月２１日（土）：「第３回評議会」。ＰＭ１：３０～。 

東陽町Ｙセンター。 

 ４月23日（月）：4月「ワイズ定例会」。ＰＭ６：００～ 

☆＜ ５月８日（火）～９日（水）「心のふるさと歌声集会草津移

動例会」。：出発集合：ＡＭ９：００大宮駅集合。大宮発９：

１２発８番線高崎より先頭車両に乗車。詳細案内済み。＞ 

☆＜６月２日（土）～３日（日）第２１回「東日本区大会」：於る： 

  沼津市「プラサヴェルデ」会館。：受付ＰＭ１：３０～。 



 〇参加受付：４月３０日（月）迄。各メンバー送付が有った、

申込書にて「ＦＡＸ」及び「送金」。 

                     （水無瀬記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月26日（月） 定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     3月１日 埼玉ＹＭＣＡ早天祈祷会 

 

 

 

 

 

 

 

 

    3月2日 わいわいＰＣ教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    3月9日 第９１回心のふるさと歌声集会 

 

「メモ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


